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取扱説明書イ呆証書 

お買い上げいただをありがとラございます。 

个被化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や 
山胃° 1 人身事故になることびあります。 

この取扱説明書と別冊の「まをのために」をよくお読みのラえ、 製品をま 

全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見5れるところ 
に必ず保管してください。 


ICF-M770V 


111111111111111111111111 lli 

*323857506* (2) 


◎ 2002 Sony Corporation Printed in China 



主な特長 

• 安定した受信びでさる、 PLL シンセヴイヴー採用の TV / FM / AM ポータブルラジオ。 

• アナ□グラジオ感覚でつまみを回して簡単に選局、周波数はデジタル表示されま 
す。 

• TV 、 FM 、 AM 各7局、合わせて21局の放送局を記憶させること（プ U セット）び 
でさます。いったんプ U セットしておけば、あとはプ U セットボタンを押すだけ 
でワンタッチ選局びでさます（押しやすい上面7ダイレクトプ U セットボタン)。 

• 大□径 12 cm スピーカー内蔵による高音質実現。 

• 便利なオートスキヤンチューニングボタンと入/切できるバックライトボタンを 

巧載 

• デジタルク□ック内蔵（めざまし機能/おやすみタイマー)。 

• お好みの音質に調節でをる音質調節機能。 

• 家庭用電源、乾電池のどちらの電源でを使える2電源ち式。 

地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によっ 
て定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテレビの音 
声を聞くことはでをません。 


巧用上のごミ主意 

取り扱いについて 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高い所 （40 で！; LL ) や低い所 （0 で料下)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気の多い所。 

一窓を閉めをった自動車内（特に夏季)。ほこりのをい所。 

• 落としたり、強いショックをちえたりしないでください。故障の原因になります。 

• 巧れたときは、柔5かい巧でか5ぶきしてください。シンナーやベンジンは表面をいため 
ますので使わないでください。 

• キャッシュ カード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカーに近づけないでく 
ださい。スピーカーの磁石の影響でカードの磁気び変化し、使えなくなることがあ0ます 
のでごま意 < ださい。 


巧障とお考えになる前に 

修理にお出しになる前に、次のことをお調べください。 

ボタンを押してち動作しない 

4ホールド機能び働いている 

ホールドスイッチをち印と反対のち向に動かして、ホールド機能を解除してく 
ださい。 

表示窓の文字や記号び薄くて見にくい 

4乾電池び消耗している 
4極端に暑い場所や寒い所で使っている 

雑音がを <、音が悪い 

4乾電池び消耗している 
4電波び弱い 

建物や柔り物の中では電波び弱いので、なるべく窓際でお聞きください。 

プリセット選局しても、聞きたい放送局が受信できない 

4間違ったま号のプ U セットボタンを押している 
4プ U セットした放送局び消えている 
をラー度、プ U セットボタンに放送局を記憶させてください。 

4地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によっ 
て定められています。地上アナログテレビ放送終了をは、本機ではテレビの音 
声を聞くことはでをません。 

電源ボタンを巧しても電源が入日ない、または、電源が突然切れた 

4乾電池びカラになり、表示窓に「0」び点なしている 
乾電池を4本とも新しいものと交換してください。 

万一故障した場合は、内部を開けずにソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓□にご相談ください。 

修理内容により、プ U セット選局で記憶させた放送局び消えてしまラ場合びありま 
す。重要なデータは控えをとっておくことをおすすめします。 


主な仕様 

時計表示 12時間表お 


周波数範囲 

パンド 

周波数範囲 

周波数間隔 


TV*i 

1-12 ch 

1チトンネル 


FM 

76.0〜90.日 MHz 

0.1 MHz 


AM 

日31〜1,710 kHz 

9 kHz 

スピーカー 

直径12 cm 、 丸型8 £21個 



出力端子 感 (イヤホン）端テ (03.5 mmS ニジャック ） 1個 

実用最大出力 350 mW ( JEITA ") 

電源 AC 100 V 、50/60 Hz 

DC 6 V 、単1お乾電池4本 

最大が形寸法 約 277 X 156 X 71 .日 mm (幅/高さ/奥行き） （J 曰 TA ) 

質量 約1日 50 g (乾電池含む） 

地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によって定め b れていま 
す。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテレビの音声を聞くことはできません。 

が J 曰 TA (電子情報技術産業協芸）規格による測定値です。 

付属品 

電源コード （1) *■<、ソニー単1お乾電池（お試し用が）（4)、取扱説明書-保証書（1)、ソニーご相 
談窓□のご案内 （1) 

w 1日日 V 専用のため、海外ではご使用になれません。 

が付属の乾電池はお試し用です。購入する場合はソニーアルカ U 乾電池をおすすめします。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 


►準燃する 

電源について 

乾電池でほラ 単1 ぉ乾電池 4本 

必ず©極側か6入れる。 

今 


1電池入れのふたの両側のつまみを巧したまま手前に開ける。 

2乾電池を入れる。 

3ふたを閉める。 

巧めて乾電池を入れると、表示窓に rAM 12 : 00」び点滅します。点滅を止めるに 
は、時計合せボタンを押して時計を合わせてください。「時計を合わせる」をご覧 
<ださい。 




保証書とアフターヴービス 

保註書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か奴のラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 
調子が悪いとさは 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、添付の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書をご覧ください。 


乾電池で使ラときは、電源コードを抜いてください。電源コードを AC IN 端子に差し込んだ 
ままにすると、本機を操作することびできません。 


乾電池持続時間 



(J 曰 TA*) 


TV 

FM 

AM 

ソニー 単1 形 （ LR 20) アルカ U 乾電池 

約260時間 

約330時間 

約550時間 

ソニー 単1形 ( R 20) マンガン乾電池 

約100時間 

約130時間 

約200時間 


JEITA (電子情報技術産業協尝）規格による測定値です。実際の電池持続時間は、使用する 
機器の状況により変動する可能性びあ0ます。 


乾電池の交換時期 

乾電池が消耗してくると、音びルさくなったりひずんだりして、表示窓に「巧」び点滅します。力 
ラになると「巧」び点打して、ラジオが止まります。その場合は、乾電池を4本とも新しいものと交 
撰してください。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造巧ち切り後6 
年間保有しています。この部品保有期間を修理可能時期とさせていただきます。保有期間び経過し 
た後ち、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、ソニーの相談窓口またはお買い上げ 
店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


電池交換時のご注意 

電源を切ってから60秒し U 内に交換してくださし、電源が入ったまま交換したり、交換に6日砂じ(上か 
かると、現在時刻やプ U セット選局で記憶させた放送局、めざまし機能の設定が消えてしまいま 
す。その場含はもう一度設定してください。 

ご注意 

•長い間乾電池を抜いておくと、現在時刻やプ U セット選局で記憶させた放送局、めざまし 
機能の設定び消えてしまいます。その場合はちラー度設定してください。 

• 長い間本機を使わない場合でわ、時計と内蔵のマイコンのバックアップのため、乾電池は 
入れたままにしてください。この場合にも電池は消耗するので約1年で交換してください。 


コンセント(家庭用電源 100 V ) で使う 

エーシーイン 

付属の電源コードを AC IN 端テとコンセントにしっかりと差し込んでください。 
家庭用電源で使ラときを、時計と内蔵のマイコンのノ（ックアップのため乾電池は入 
れたままにしてください。この場合にも電ミ也は消耗ずるので、約1年で交換してく 
ださい。 




巧い方相談な口 


フリーダイヤル . 0120 -333-020 > 

携帯電話 ’ PHS .- 部の IP 電話.- 0466 -31-251 1 


修理巧談巧口 


フリーダイヤル . 0120 -222-330 > 

携帯電話’ PHS .- 部の IP 電話.. 0466-31-2 已31> 

※取扱説巧書 - u モコン等の盾入相談はこちらへお問しをわせくだでい。_ 


を記番号へ接続を、 

最巧のガイダンスび 
流れている間に 

r 304 J +「 片 J 

を押してください。 
直接、担当お□へ 
おつなざします。 


ご注意 

• 乾電池を入れずに電源コードを40秒!; LL 抜いておくと、現在時刻やプリセット選局で記憶 
させた放送局、めざまし機能の設定び消えてしまいます。 

• 電源コードのプラグを巧き差しするときは、ラジオの電源を切ってください。電源を入れ 
たまま行ラと、電源び切れて「か」び表示されることびあります。この場合、ちラー度本 
体の電源を入れると「巧」は消えます。家庭用電源で使わないときは電源を切0、電源 
コードを AC IN 端テとコンセントの両方か5抜いてくださしん AC I も^端テにつないだまま 
にすると、乾電池び消耗していなくてち「巧」び表示されます。電源コードを AC IN 端子 
か5抜いて、電源ボタンを押すと「巧」は消えます。 ~ 

• 旅行などで長い間ご使用にならないときは、電源 コー ドを AC IN 端テと コン セントから抜 
いて < ださい。 


I FAX (共巧）0120 -333-389 夏巧時巧月〜金: 9:0D 〜20:00 ±.曰.ネ兄曰:9:00〜17:00 

ソニー株式会社 干]日8-日日7日東京都港区港南1 -7- 1 







電源ボタンを巧して、ラジオの電源を入れる。 
バンドボタンを巧して TV 、 FM または AM を選ぶ。 

押すたびにバンド表示び次のよラにをわります。 

AM —— > FM —— >TV 


時計合せボタンを「時」び点滅ずるまで約2秒む上巧したままにずる。 
選局/時刻合せつまみを回して「時」を合わせ、時計合せボタンを巧ず。 


3 選局/時刻合せつまみを回して選局ずる。 

受信周波数び変わり始めます。へに合わせると数字び進み、 V に合わせると戻 
ります。 A または y に合わせると速く変わります。最ル周波数になると「ピ 
ピッ」と音びします。 

放送局を受信すると… tune を表示し、放送び聞こえます。 

4 音量つまみで音量を調節ずる。 

5 音質つまみで音質を調節ずる。 

イヤホンで聞< 

感（イヤホン）端子にイヤホン（別売り）をつなざます。スピーカーからは音び出な 
くなります。 

電源を切るときは 

電源ボタンを押します。 




3 選局/時刻合せつまみを回して r 分」を合わせ、時計合せボタンを巧ず。 



「：」び点滅を始め、時計び動さ出します。 

選局/時刻合せつまみの回しかた 

へに合わせると時刻び進み、 V に合わせると戻ります。 

A または y に合わせるとまく変わります。 

秒まで正確に合わせるには 

「分」を合わせ、電話の時刻サービス （11 7ま）などの時報に合わせて時計合せボタ 
ンを押します。 

ごま意 

• 選局/時刻合せつまみや時計合せボタンを妨秒(内に操作しないと、時刻合わせは中止さ 
れます。 

• AM は午前、 PM は午をです。 

AM 12:00 = 真夜中 PM 12:00 = 正午 

パックライトをほう 

ライトボタンを押ずと表示窓をバックライトで照明します。 

バックライトを消すには、ライトボタンををう一度押します。 

本機を乾電池で使つているとき 

乾電池の消耗を防ぐため、バックライトは30秒間点灯し、自動的に消えまず。 
バックライトび点なしているあいだにラジオを操作すると、さらに30砂間点なし 
続けます。 

30砂経過する前に消すときは、ライトボタンを巧します。 



放送局を自動的に探す ースキヤン選局（自動選局） 

TV 、 FM または AM の周波数範囲を自動的に探し、放送局を受信します。 

電源 

選局/時刻合せ 

な 

曰呈 

音質 

1 電源を入れる。 

2 バンドボタンを巧して TV 、 FM または AM を選ぶ。 

3 スキャンボタンを巧ず。 

最後に受信していた放送局の周波数から次の放送局を自動的に探しはじめ、周 
波数び変わります。放送局を受信すると3秒間放送び聞こえ、引さ続さ放送局 
を探します。 

4 お好みの放送局を受信した6スキャンボタンを巧ず。 

その局でスキャンが止まります。 

5 より正確に周波数を合わせるには、選局/時刻合せつまみをへまたは V に合わ 
せる。 

6 音量つまみで音量を調節ずる。 

7 音質つまみで音質を調節ずる。 



>ラジオを囲< 

放送局を受信する 一 ■? こュァル選局（手動選局) 

/-□ツドアンテナ 


時計を合わせる 

初めて乾電池を入れたり電源コードをつなぐと、表示窓に rAM 12:00 J が点滅し 
ます。 


誤操作を防ぐーホールド機能 

不用意に電源び切れたり、受信局び切り換わるなどの誤操作を防ぐことびでさま 
す。 


ホールド 


ホールドスイッチをち印のち向に動かすと表示窓に「か-」び点灯し、すべてのボタ 
ン操作を受け付けなくなります。 

ホールド機能を解除ずる 

ホールドスイッチを矢印と反対のち向に動かして表示窓の「か-」を消します。 



12 


12 


設定時間 （15 分、30分、45分または60分）び過ざると、自動的に電源び切れます。 


電源 

おやずみタイフー 

1 電源を入れ、聞きたい局を選ぶ ( r ラジオを聞く」参照)。 

2 おやずみタイマーボタンを巧ず。 

「60」び表示され、 「 ia = i 」 び点滅します。 

3 が点滅しているあいだにおやずみタイマーボタンを巧し、何分をに電源 

を切るかを還ぶ。 

おやすみタイマーボタンを押ずたびに、次のよラに設定時間び変わります。 

广60 (分）一45— ► 30—►巧] 

約3砂後に 「 pq 」 び点灯し、タイマーび働さ始めます。 


設定した時間が過ざると 

自動的に電源び切れます。 

おやずみタイマーを解除ずる 

電源をいったん切って、ちラー度入れます。表示窓の「1»=1」び消えまず。 

おやずみタイマーの動作中に設定時間を変える 

おやすみタイマーボタンを押して設定時間を選びます。 

ごを意 

• おやすみタイマーの動作中に6、ラジオの操作をすることびでさます。 

• ラジオの電源び入っていなくてち、おやすみタイマーボタンを巧ずと、自動的に電源び入 
りまず。 



ラジオを聞去なが 6 旧る —おやすみタイ 7— 



4 ラジオの電源び入っている場合は、電源ボタンを巧して電源を切る。 

ごを意 

• 還局/時刻合せつまみやめざまし時刻合せボタンを65秒(内に操作しないと、めざまし機 
能の設定は中止されます。 

• ラジオの電源を切っていないと、めざまし機能は働きません。 

設定した時刻になると 

放送を受信し、約60分をに自動的に電源び切れます。電源び入っているあいだは 
「*=1」を表示します。途中で電源を切るには電源ボタンを押します。 

ち曰同じ時刻に電源び入り、放送局を受信しまず。 

めざまし機能を解除する 

めざまし入/切ボタンを押して「巧」を消します。 

めざまし機能を再び働かせるには、めざまし入/切ボタンを押して「巧」を表おさ 
せます。 


-めざまし入/切 

めざまし時刻合せボタンを「巧」と「時」が点滅ずるまで2秒た Lb 巧したままに 
する。 

選局/時刻合せつまみを回して「時」を合わせ、めざまし時刻合せボタンを巧ず。 
選局/時刻合せつまみを回して「分」を合わせ、めざまし時刻合せボタンを巧ず。 

「如び点灯し、設定び完了します。 


いつち聞 < 放送局を記憶させて聞< 

ープ U セット選局 

いつも聞く放送局を TV 、 FM 、 AM の各7局、合わせて21局まで記憶させることが 
できます。聞くとさは、プリ t ット選局ボタンを選ぶだけで受信でさます。 


スキヤン 



プリセツト還局 (1-7) 

還局/時刻合せ 

立 

曰呈 

音質 


放送局を記憶させる 

1 電源を入れる。 

2 記憶させる放送局を受信ずる。 

「マニュアル還局」または「スキャン選局」で放送局を選びます。 

3 記憶させたいプ U セット選局ボタン（1~7)を選んで、「ピピッ」と音びするま 
で2秒 Lit 上巧したままにずる。 

受信している放送局び記憶され、表示窓にプ U セットま号び表ホされます。 

例）プ U セツトボタンに」に FM 瓶さの90.0 MHz を記憶させたときの表示 


つづけて放送局を記憶させるには、手順2〜3を繰り返します。 

記憶させた放送局を変更する 

手順2からやり直してください。 

前に記憶させた放送局は消え、受信している放送局び記憶されます。 


記憶させたが送局を聞< 

1 電源を入れる。 

2 バンドボタンを巧して、 TV 、 FM または AM を還ぶ。 

3 プ U セット選局ボタン（1~7)を巧し、聞きたい放送局を選ぶ。 

プ U セット逞局ボタンは2砂!;!上押さないでください。受信している放送局び 
前に記憶させた放送局と入れ換わってしまいまず。 

4 音量と音質を調節する。 


めざまし時刻合は 



ラジオで目覚める一めざまし機能 

時計を合わせてから操作してください。設定した時刻になると、自動的にラジオの 
電源び入ります。ラジオの電源び入っていてを切ってあっても、めざまし機能の設 
定びできますび、「ラジオを聞く」をご覧になり、あらかじめ聞さたい放送局を選 
んでおいて < ださい。 

選局/時刻合せつまみの回しかたは、「時計を合わせる」をご覧ください。 


H 就 J な機能 




受信が態を良くする 

TV 、 FM 放送の場合 

ロッドアンテナを伸ばし、受信状態 
び最も良くなるよラに長さやち度を 
調節しまず。^^ V 



AM 放送の場合 

アンテナを内蔵しているので、受信 
状態び最も良くなるよラにラジオの 
向さををえてください。 




□ッドアンテナの角度を調節するときは、付け根の部分を 
持ってください。先端部分を持ったり過剰な力を加える 
と、アンテナを破損することびあります。 




ごま意 

このラジオのテレビ音肯受信回路は、 FM 放さの受信回路とま巧であるため、一部の地域で 
は、テレビ2、または3チャンネルの音声を受信中、 FM 放さび混じって聞こえることびありま 
す。このとをはソニーの相談窓□または、おおくのソニーサービス窓□にご相談ください。 


地上アナログテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令に 
よって定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテ 
レビの音声を聞くことはでをません。 
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